
第４２回ペプチド討論会－国際化に向けて

　来る１０月２７日�（木）�～２９日�（土）�

の３日間，大阪で開催する第４２

回ペプチド討論会を近畿大学で

お世話いたします。実を申しま

すと，世話人に名乗りを上げた

当初，本学には私以外にペプチ

ド学会員はいなかったのです

が，研究室の総力をあげれば何

とかなるだろうと思っていました。ところが，実際に

はホームページの立ち上げや企業展示・広告掲載・共

催の依頼，ポスターの作成と配布など，準備段階から

とても一人では対応しきれないことが分かりました。

これは困ったと思っていたところ，まさに天の助け

で，昨年４月より日高雄二助教授が同じ学部の生命科

学科に着任され，私の悩みは一気に解決いたしまし

た。おかげをもちまして，現在準備は順調に進んでい

ます。

　本年の討論会は，豊中市の千里ライフサイエンスセ

ンターで開催いたしますが，どちらかといえば狭い会

場です。主催者といたしましては，そのほうが昔のよ

うに活発な討論ができるのではないかと期待しており

ます。会場へのアクセスには地下鉄，モノレール，��

などが利用でき，九州や北海道からも一飛びしていた

だければ容易に会場に到着できます。ホテルは大阪市

内のみならず地下鉄沿線にも多数あり，宿泊の面でも

問題はないと思っています。

　さて，第４０回ペプチド討論会で主催者の植木正彬先

生が試みられた英語での口頭発表を，今回は約�１���３�に

増やすことにいたしました。その理由は，いくつかあ

げられます。まず，昨年の第１回アジアパシフィック

国際ペプチド討論会（福岡で下東康幸先生が主催）で

は，日本の若手研究者が大変上手に英語で発表してい

たことです。また，同じく昨年の第２８回ヨーロッパペ

プチド討論会では，京都薬科大学の相馬洋平君が見事

に若手優秀発表者に選ばれ，日本から参加していた若

手には大いに刺激になったはずです。さらに，来年の

第４３回ペプチド討論会は第４回ペプチド工学国際会議

との共同開催が決まっており（横浜で三原久和先生が

主催），すべてが英語発表となります。このような状

況に加えて，今年のアメリカペプチド学会に参加した

日本の若手のポスターは，内容的には非常に素晴らし

いのに，ポスター賞の審査に当たっての質疑応答にお

けるプレゼンテーションの差で，賞を逃しているとの

指摘もあります。

　以上のような現状を鑑み，極めて近い将来日本ペプ

チド討論会ではすべてが英語発表となっており，諸外

国からの参加者が増え，国際学会の雰囲気になってい

ることを期待する次第です。幸い，１���３�は英語発表とい

う宣伝が効いたのかどうかはわかりませんが，アジア

のみならずヨーロッパからも発表や展示の問い合わせ

がいくつかあり，実際に参加申し込みも来ております。

また，日本側の申し込みも予想以上に英語での発表が

多く，全講演の８割以上が英語での発表になります。

　ということで，今年も全国から多くのペプチド研究

者が一堂に会して，活発なご発表，ご討論がなされま

すよう願っております。

　なお，例年，ペプチド討論会の主催者が，市民

フォーラムを開催することになっております。今年

は，討論会の会場が大学から離れていることなどもあ

り，準備の都合上討論会とは切り離して開催すること

にいたしました。詳しくは１０頁のとおりです。
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試験管内タンパク質合成法の開発と応用

１．従来のタンパク質合成法

　ペプチド合成化学の進展に

よって，５０残基程度のペプチド

を固相合成することができるよ

うになり，さらにペプチド連結

法も開発され，化学合成タンパ

ク質の機能や構造の研究も可能

になってきた。しかし，このよ
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うな合成法を用いて一兆種とも言われる地球上の全生

命体のタンパク質を調製することは，収率やフォール

デイング技法などの限界から現実的ではない。そこ

で，タンパク質の調製法として，クローン化した

����を生細胞に導入し，生物体内で合成させる遺伝

子組み替え法が常道手段として用いられている。この

熟練と手間暇を要する方法はハイスループット合成に

向かないということの他に，合成可能な外来性タンパ

ク質が宿主細胞の生理機能を攪乱しない分子種に限ら

れるという根元的な限界がある。そして実際，新規な

機能や構造を求めて良質タンパク質試料を調製する段

階が，今日のポストゲノム研究における最大のボトル

ネックとなっている。私どもは，このような問題点を

打破する新しいタンパク質合成法を開発することを目

的として，生命科学と化学的手法を融合し，生物体の

優れた特性を最大限に利用しようとする，実用的な試

験管内タンパク質合成法（無細胞合成法と同義語）の

開発を進めてきた。試験管内タンパク質合成法では生

きた生命体を利用しないので生理学的制約を受けるこ

とがなく，合成可能な分子種を飛躍的に拡大できる。

さらに，遺伝子からのタンパク質合成過程の全自動化

も可能となる。

２．コムギ胚芽抽出液を利用する試験管内タンパク質

合成法の開発

　すり潰した細胞抽出液をペプチド結合重合酵素源と

して用いる無細胞タンパク質合成法は，１９５０年初期に

開発された。この無細胞合成法は，生細胞中のそれと

同等のペプチド合成速度と正確性などの優れた特性を

持つことから，放射性同位体標識アミノ酸を用いた遺

伝情報翻訳反応機構解析のためのトレーサー実験系と

して利用されてきた。しかし，遺伝情報翻訳反応液が

きわめて不安定なことから得られる収量が低く，タン

パク質の調製法としては利用できなかった。そして，

タンパク質合成反応機構研究の進展とともに，この遺

伝情報翻訳反応機構が数百種の因子の関与する不安定

な超分子複合体として機能していることが明らかにな

り，そもそもタンパク質合成反応系というものは本質

的に脆弱であり，試験管内で安定に機能するシステム

に再構成することは不可能であると信じ込まれてい

た。その結果，この反応をタンパク質の生産方法とし

て利用しようとする試みがなされることもなかった。

　私達は，赤痢菌毒素，病原菌大腸菌毒素などのリボ

ソーム不活性化タンパク質の分子機構の解明を基盤と

して，それらの毒素を探査針として用いて，遺伝情報

翻訳装置（タンパク質合成の中心となる酵素）である

リボソームの構造・機能の研究を進めてきた�。そし

て，それらの研究から得た知見をもとに，それまでの

すべての無細胞系に一般的に見られる翻訳反応の不安

定化現象は，細胞破壊により起動する「生命体に備

わった翻訳系を標的とする自殺を伴う自己防御機構」

の誤作動に起因するものであると考えるようになった�。

この仮説をもとに，コムギ胚芽無細胞タンパク質合成

系の不安定化因子を追究したところ，リボソーム不活

性化タンパク質を始めとして，核酸分解酵素やタンパ

ク質分解酵素などのタンパク質合成系の不活性化因子

群が試料の胚芽調製の過程でそれらのもともとの局在

部位である種子の胚乳から混入し，一連のタンパク質

合成系を積極的に不活性化させていることを見いだし

た。そこで，これらの自殺因子（翻訳反応不活性化因

子）を排除したコムギ胚芽単離法を開発し，その抽出

液をタンパク質合成の酵素源とする試験管内タンパク

質合成法の効率化・安定化を試みた。その結果，単位

時間当たりの速度が従来の系に比べて著しく上昇する

とともに，従来法では１時間程度で停止した合成反応

が１４日間にも渡って持続するようになり，活性を保持

した大量のタンパク質を得ることができるようになっ

た�。この例では，モデルとして用いたクラゲ緑色蛍光

タンパク質（���）を反応液１��当たり約１０ミリグ

ラム合成することができた。この合成効率は従来法の

１０００倍以上に当たるものである。これらの知見は，従

来の常識とは逆に，“遺伝情報翻訳系というものはも

ともと極めて頑丈に作られている”ことを実証してい

る。この頑丈性こそが４０数億年の生命進化を保証し

た，と理解できる。生命体は，この丈夫すぎる翻訳反

応系を負にコントロールするシステムとしてこれを標

的とする自殺機構を同時に進化させてきたのではない

だろうか。なお，上述の「翻訳系を標的とする自殺機

構の排除」を原理とする実用的な無細胞タンパク質合

成システムの構築手法は，動物細胞などのいかなる生

物材料にも適応可能であると思われるが，植物種子に

おいては特にその自殺因子の排除が容易であったとい

うことである。本システムでは，人類の食糧である小

麦種子を原料とすることから生命倫理やバイオハザー

ドの問題が最小となり，且つ反応液を安価に調製する

ことができるという利点も兼ね備えている。

３．実用的な試験管内タンパク質合成法と全自動化技

術の完成

　上述した安定・高効率な小麦胚芽抽出液を重合酵素

源として用いる高効率タンパク質合成法（１）を基盤

として，（２）高翻訳促進能を有する����の�５��末端

非翻訳配列の設計，（３）専用高発現ベクター（���）

の構築，（４）���（��������	�
���
�
�����
��）法を

利用した����合成用���鋳型の構築法，（５）合成

反応方法，などの要素技術を新規に開発した（図１）。

図１��に本技術開発の概要を示したが，これらの要素

技術を組み合わせることによって，実用的な試験管内

�



合成法（図１��）を完成させた�。���法を併用するこ

とによって，遺伝子の単離が困難な場合においても塩

基配列情報をもとに化学合成した���を用いること

で，生命体のプロセスを全く利用することなく，タン

パク質合成のすべての過程を試験管内で完了させるこ

とができる。なお，オリゴペプチドの合成には，あら

かじデザイン・構築しておいた���鋳型からグルタ

チオン�トランスフェラーゼ（���）などの精製用タ

ンパク質タグとの融合体として合成し，最終的にリン

カー部位をタンパク質分解酵素で切断分離する方法が

便利である。

　このような合成操作の過程を全自動化することに最

近成功した（図２）。図２��に示した多品目スクリー

ニング用ロボット（�����������）は，容量の異なる

２種類の分注機と１つのハンドを持つアーム，遠心

機，と重層方式反応を行う四台の恒温槽を備えてお

り，���法で構築した３８４種（９６穴タイタープレート

４枚）の���から，����の合成・精製と，タンパ

ク質合成までの過程までを一夜のうちに自動的に完了

する性能を持っている。さらに，８個の反応槽を装備

したタンパク質の大量調製用ロボット，���������も

完成させた（図２��）。

４．コムギ胚芽試験管内タンパク質合成法の応用例

　タンパク質合成法に問われる最も重要な性能は，生

産したタンパク質が正しくフォールデイングして活

性を保持していることであろう。一般に，原核生物で

は翻訳後高次構造構築方式であり，一方，真核生物で

は翻訳と共役した高次構造構築方式である，と言われ

ている。この説に従うと，組み換え法であれ無細胞法

であれ，大腸菌のような原核細胞をベースとする発現

法を用いて真核生物遺伝子から良質の遺伝子産物を

得ることにははじめから大きな限界があることにな

る。これに対して，高等生物であるコムギ胚芽から調

製した本タンパク質合成法は，有核細胞の遺伝子産物

の調製法として特に優れた特性を示すものと期待で

きる。実際，我々は多種類の植物やヒトのタンパク質

を合成し，本技術がタンパク質の機能解析に優れた特

性を発揮することを確認している�。また，米国の構

造生物学グループは本技術がタンパク質の立体構造

解析に有用であることを確認し，成果をウエブサイト

（�����������	�
��	��
�����
���	
）に公開している。

５．試験管内タンパク質合成技術の展望

　地球上には１万メートルを越える深海や地下８０００

メートルを住みかとする一群の極限環境微生物が存在

するが，その仲間には１００年に１回しか細胞分裂しな

い種類も確認されている。人類が長年付き合ってきた

地表の微生物でさえも，培養法が確立しているのは

１％にも満たず，残りの大半の生物についてはその存

在を確認することも容易ではない。そのような一群の

生物種は培養できないが故に従来の生物学や生命科学

の対象になっていない。試験管内タンパク質合成法の

最大の特徴は，遺伝子情報さえあればタンパク質を試

験管内で自由自在に合成することを可能とする点にあ

る。この特性をフルに活用し，原理的にあるいは危険

性や倫理的に飼育・培養できない生物を対象として，

生命体を直接扱うことなしに生き物を研究する新分野

の創成が可能となるだろう。すなわち，どのような生

物からでも���を採取することは可能となっている

ので，その方法論としては，（１）微量の試料から

���法で増幅し構築した���鋳型から����を合成

し，試験管内タンパク質合成法を用いて遺伝子産物を

調製する，（２）網羅的に合成したタンパク質の生化

学的性状を解析する，（３）得られる知見を生命情報

分野のパワーを用いて解析・統合し，生命体をコン

ピュータ画面上に再構築（３次元→４次元）する，と

いうものである。

　本システムは生命体のプロセスをバイパスしている

ことから，翻訳酵素系の触媒機能を妨害しない限りに

おいてどのようなアミノ酸配列から成るタンパク質で

も合成することができるだろう。すなわち，生命体が

�

図２　全自動タンパク質合成装置

図１　実用的な試験管内タンパク質合成法の確立と合成
反応の手順



進化の過程で選択しなかったタンパク質分子を創成・

機能解析することも可能となるだろう。

　試験管内タンパク質合成法を利用する新しい科学研

究分野の開拓を通して新規機能タンパク質が発見・創

成され，それらが２１世紀からの医薬，エネルギー生

産，環境保全・浄化，宇宙開発などに役立つことを期

待している。
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ペプチドの魅力

　このニュースレターに話題提

供を勧めて頂いた際に，私はペ

プチドの研究者ではないのでい

かがなものかとも思ったが，私

自身現在２つの目的でペプチド

を利用していることもあったの

で，ユーザーの立場でペプチド

の魅力について書かせていただ

くことにした。

　私のペプチド利用の１つめの目的は抗体作りの抗原

としてである。学生時代に，自分の研究を推進する目

的で抗体作りに取り組んだことがあった。当時，自分

�
�
�
���
�

�
�
�
���
�

の実験技術が貧弱であったこともあるのだろうが，ウ

サギに抗体を作らせることができるだけの抗原タンパ

ク質を調製するのは至難の業だった。職員になった

頃，徳島大学の分子酵素学研究センターにおられた林

日出喜助教授（現在長崎大学大学院医歯薬学総合研究

科）から，合成機を用いたペプチド合成と，合成され

たペプチドを抗原とした抗体作りのノウハウをご教示

いただいた。これまでにすでに２０種以上のタンパク質

に対する抗体を調製しているが，調製したほとんどの

抗体の反応性は極めて良好で，���������	
�����に使

う目的では申し分のないものである����。抗体はタンパ

ク質の挙動を観察するために欠くことのできない強力

なツールである。最近では，例えばある条件下で特定

の����の発現上昇が観察されたことを報告しよう

と論文原稿を書いた場合には，必ずといっていいほど

「タンパク質の発現レベルはどうなっているか調べる

べきである」とのレフェリーコメントがついてくる。

抗体調製の技術があればこのような問題には比較的容

易に答えることができるので，貴重な実験技術をご教

示いただいたものだと感謝している。

　ただ，これまでで一度だけ腑に落ちない�������の

結果が出たことがあった。我々は�������を行う際に

は���������	�
����として大腸菌に発現させた抗原タン

パク質（全長のタンパク質であることもあるし，部分

的なタンパク質を使うこともある）を用いている。た

いていの場合，���������	�
����と未知試料について，

納得のいくデータが得られるのであるが，問題の抗体

は，���������	�
����である大腸菌に発現させた抗原タ

ンパク質には結合したが，������なタンパク質には結

合しなかった（梶本ほか，未発表データ）。この結果

を説明できる解釈は，大腸菌で発現させたタンパク質

と������なタンパク質が転写されたニトロセルロース

膜上で異なる�������を起こし，これが反応性の違いと

して現れたということであるが，まだ未解決のままで

ある。このような経験を持ち合わせておられる方がお

られれば，ぜひご意見をお聞かせ頂きたく思う。

　ペプチド利用のもう１つの目的は生理活性物質とし

てである。我々はミトコンドリアの「透過性遷移」と

いう状態に興味を持って研究を行っている。酸化的リ

ン酸化反応の最終ステップである���の合成は，ミト

コンドリアの内膜を隔てた���の電気化学ポテンシャ

ル差を駆動力としている。このため，栄養分のエネル

ギーが効率よく���に変換されるためには，ミトコン

ドリアの内膜は���を透過させないことが要求される。

事実，ミトコンドリア内膜は���透過性に対して高い

抵抗性を示すのだが，例えば無機リン酸と�����が存在

するような環境下では，ミトコンドリアの内膜の透過

性が顕著に亢進することが知られている。この状態が

「透過性遷移」と呼ばれているが，その生理的意義は

�
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永らく明らかにされていなかった。最近の研究によっ

て，ミトコンドリアに透過性遷移が誘起されると，ミ

トコンドリアから細胞質にシトクロム�が放出され，

これがアポトーシスの引き金を引くことが明らかにさ

れ，透過性遷移はアポトーシスの制御機構として一躍

注目を集めるようになった。我々は「ミトコンドリア

内膜の���透過性を変化させる化合物の作用に関する

研究」という地味な研究を行っていたのだが，これが

「アポトーシスの誘導剤の作用に関する研究」という

魅力的な研究課題へと変身を遂げた��。

　我々はいくつかの透過性遷移の誘導剤を扱っている

が，クロスズメバチの毒腺より単離されたペプチドで

あるマストパランにもミトコンドリアの透過性遷移を

誘起する能力があることが報告されており，マストパ

ランを調製し，その作用機構に関する研究に着手して

いる。まだ自分たちのラボでは特記すべき研究成果が

得られていないのだが，北海道大学大学院薬学研究科

の原島秀吉教授，京都大学化学研究所の二木史朗教授

のグループと進めている共同研究が先に花開き，論文が

������されたとの連絡をもらって焦りを感じている��。

　ペプチド。それは私たちにとって抗体作成のための

欠くことのできない魅力的な研究のツールであり，未

知の透過性遷移誘導剤であるとともに，良質な競争的

研究意識をくすぐる憎いやつである。

　最後になりましたが，日本ペプチド学会のますます

の発展を祈念しますとともに，今後とも皆様から御指

導，御鞭撻を賜りますよう，よろしくお願い申し上げ

ます。
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留学体験記 

スクリプス研究所K.D. Janda 研の紹介

　今回，編集委員であり，かつ

著者の所属する研究室の教授で

ある大高先生より「海外留学」

に関する記事を書いて欲しいと

の依頼を受けました。そこで本記

事では，著者の前任地であり本年

６月まで勤務していた，スクリプ

ス研究所化学科（����������	���

��������	
�����
����������

��������	�
�
�
�）の���������	
�研究室について紹介

したいと思います。

スクリプス研究所とは？

　スクリプス研究所は，リゾート地として非常に有名

な米国カリフォルニア州のサンディエゴに位置する私

立の研究所です。この研究所は，教授約２７０人，博士研

究員約８００人，テクニシャンなど約１５００人および大学院

生約１３０人から成り立っており，米国内の私立研究所の

中では最大級の規模を誇っています。さらに規模が大

きいだけではなく，２００１年（����������	��
��

教

授），２００２年（����������	
�教授）と２年連続して

ノーベル化学賞受賞者を輩出するなど，その研究内容

においても世界中の注目を集めています。研究所の詳

細については松下正行先生や高谷　光先生が書かれた

記事����およびスクリプス研究所のホームページ�に譲り
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�

�
�
�
���
�

�

現在のラボメンバーとともに
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ますが，化学者にとっては一度は行ってみたい研究所

の一つであろうと思います。

���������	
�研究室について４

研究について

　���������	
�教授の名前は，抗体触媒の分野におけ

る第一人者としてご存知の方も多いと思います�。����

��������教授の研究室（以下�����研と略記します）で

は現在も抗体触媒を中心とした研究を進めており，そ

れを用いた化学反応の速度論的研究から薬物中毒の治

療を目指した臨床への応用（���������	��
����	��
）

まで，その研究は多岐に渡っています。最近では抗体

触媒とペプチド科学の境界領域における研究も精力的

に進められており，例えば「生物化学兵器の検出，防

護」や「���������	�
	�（バクテリアが生息密度に応

じて何らかの機能を発現する現象）」，「ファージディ

スプレイを用いたペプチドライブラリー」に関する研

究などが行われています。さらに，「膜透過ペプチド」

に関する研究など抗体触媒とは無関係なペプチドに関

する研究も盛んに進められています�。この様に�����

研ではペプチドに関する様々な研究を行っているた

め，ペプチド科学者はこの研究室においてさらなる研

鑽を積むことが出来ると思います。さらに以下に述べ

る著者の経験から，将来ペプチド化学に携わりたいと

いう門外漢の方にとっても�����研は良い研究室だと

考えられます。

　著者は�����研へ留学する前は，一貫してエンジイ

ン系抗腫瘍抗生物質に関する有機化学的研究，すなわ

ち低分子化合物の合成やそれから生じるラジカルの反

応性の制御，およびその���切断活性に関する研究

を行ってきました。このためペプチド化学については

全くの素人であり，授業で習う程度の知識しかありま

せんでした。しかし�����研に所属して早々，環状デ

プシペプチドの新規合成法の開発に従事したのを皮切

りに，その環状デプシペプチドへの非天然アミノ酸の

導入，さらにその非天然アミノ酸含有環状デプシペプ

チドのタンパク質上への担持などに携わり，一からペ

プチド化学を学ぶ機会を得ました。この間，�����教

授や友人たちは著者の初歩的な質問に対しても懇切丁

寧に答えてくれ，さらに著者の訛った英語に根負けす

ることなく，様々な議論の相手をしてくれました。こ

のおかげで著者はペプチド化学に関する基礎的な技術

や知識を得ることが出来たのはもちろんのこと，ペプ

チド化学における現在の問題点やその解決法について

も考えることが出来るレベルにまで達することが出来

ました。

　以上に述べた理由から，�����研において研究をす

るということは，ペプチド科学者にとってもそうでな

い人にとっても良い経験となるのではないかと著者は

考えています。

構成について

　�����研は，教授１名，助教授２名，博士研究員な

ど１３名，大学院生７名およびテクニシャンなど９名の

総勢３２名からなる研究室です（７月２１日現在）。�����

研には世界中から色々な分野の優秀な人材が集まって

来るため，様々な科学的背景を有する様々な国の人と

接する機会があります。このため，彼らと会話をする

だけでも科学的，文化的に非常に良い刺激となりまし

た。特に，�����研には化学者や生物学者などが混在

しているため，まったく畑違いの研究者とも気軽に議

論ができ，色々な事物を学ぶことができました。

　また，�����研ではスタッフが充実しているため博

士研究員には雑用が全く回って来ず，研究のみに集中

することができました。

交流について

　�����研では，ほぼ全ての人が何らかのチームの一

員となって研究を進めます。このため，チームのメン

バーとは早い段階から様々な交流を持つこととなりま

す。また研究室内のみにとどまらず，研究室外におい

ても折に触れてパーティーが催されます。中には，他

の研究所などの博士研究員と交流を持つためのパー

ティーやスクリプス研究所主催のパーティーもあり，

これらを通じて様々な人々と知り合うことが出来ま

す。これも，スクリプス研究所の魅力の一つだと思い

ます。

サンディエゴでの生活について（衣食住）

　衣）リゾート地として有名なサンディエゴの気候は

非常に良く，夏は木陰に入れば涼しく，冬はシャツと

上着一枚で暮らすことが出来ます。また，一年を通し

てあまり雨が降らないため，雨具を必要とすることも

ほとんどありませんでした。

　食）土地柄か，ハンバーガーに代表されるジャンク

フードやメキシコ料理が非常に美味しかったです。ま

た，スクリプス研究所内にアジア系のカフェテリアが

あるため，アジア食に飢えるということもありません

でした。なお，居住区の近くに日本食の食堂やスー

パーマーケットがあるため，滞米中も日本食のみを食

べて生活することが出来るようです。

　住）著者は，スクリプス研究所から車で１０分程度の

ところにある，非常に治安が良い地域に住んでいまし

た（日本から来た研究者の大半は，この地域に住んで

いました）。サンディエゴは地価が高いため必然的に

アパート代も高くなり，給与の約半額は家賃として消

えて行きました。とはいうものの，１人で暮らす上で

は特に金銭的に困るということはないと思います。

�



終わりに

　海外への留学では，科学的にも文化的にも色々と得

るものがあると思います。さらに�����研には，ペプ

チド科学者にも，これからペプチドを学びたいという

人にも活躍の場があります。今後海外への留学を考え

られている方は，�����研も選択肢の一つとして考慮

して頂ければ嬉しいです。
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１９th American Peptide Symposiumへの 

参加報告

　１９��������	
����
���������

������（１９������）が２００５年６�

月１８日から６日間にわたりアメ

リカ・サンディエゴにある�����

����������	
����の�����������

������にて開催されました。今

回は，������������	�	
�����
������	�

の��������������	�

�先生と������

����������������	の���������	
�

先生が�����を務められました。

　開催地であるサンディエゴは西海岸ロサンゼルスの

南，メキシコ国境近くに位置し，一年中雨が少なく温

かいという非常に過ごしやすい気候で知られる都市で

す。実際，日射しは少々強いにもかかわらず，日本と

比べて湿度が圧倒的に低いため，少し涼しめの南国と

いう感じでした。治安に関しても非常に良いことが知

られ，アメリカの中でも安心して暮らせる街であると

言われています。世界的に有名な企業や大学などの研

�
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究所が建ち並び，学問レベルが特に高い場所として知

られる一方，世界一規模の大きな動物園やシーワール

ドといったアミューズメント施設や観光名所もちゃん

とある，立派な観光都市となっています。また少し昔

の話ですが，映画「トップガン」や「ロスト・ワール

ド」の撮影が行われた場所としても有名です。

　さて，本シンポジウムですが，３２ヶ国から８５０名を

超える参加者が集う非常に規模の大きな学会であり，

今回は９２題の口頭発表と４３０題のポスター発表が行わ

れました。日本からは５３題の発表がなされ，これは圧

倒的多数の参加者を擁する開催国アメリカを除くと最

も多くの発表数となっています。ペプチド科学の発展

における日本の重要性，そして決してヨーロッパに引

けを取らない日本の存在感の大きさが垣間見える，そ

んな学会となりました。

　口頭発表のトピックスは，学会初日に行われた

���������	
���
���
������������
���の他，シンポジ

ウムのサブタイトルに����������	�
��	
�

����	�
�

��������とあるように，ペプチドあるいはタンパク質が

関わる化学と生物の境界領域に重点を置いたものとな

りました。具体的には，�����������	
������
��������
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���������������をそれ

ぞれのトピックとするセッションが非常に朝早くから

（朝８時から）行われ，いずれも活発な討論が繰り広

げられました。また，メモリアルセッションとしては

���������	��
����
	�����が行われました。日本か

らは三原先生（東工大）が口頭発表されました。

　ポスターセッションは，２日目から４日目のお昼と

夕方に行われました。広大な会場に設けられたポス

ターパネルの前では，とても活発な討論がなされ，�

異分野でもとりあえず議論を投げかける海外の研究者

の姿を見て，アメリカらしさをひしひしと感じること

ができました。私も今回，「�������������	��
�	��	
�
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��」というタイトルでポスター発

表をさせていただき，様々な国の研究者からいろんな

質問と貴重なアドバイスをいただくことができまし

た。また，ポスター発表後にも多くの名刺をいただ

き，微力ながらインパクトの高い内容の研究を提供で

きたかなと感じています。

　今回，１９������に参加させていただき，大変貴重

な体験をさせていただいたと思います。海外の研究者

と直接ディスカッションできたことや最新のペプチド
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科学を学ぶことができたこと，さらにはアメリカとい

う日本とはスタイルの異なる国の雰囲気（食文化を含

めて）に触れることができたのも貴重な経験のひとつ

だと思います。また滞在中，普段お話しする機会のな

い日本人研究者，特に京都薬大の木曽先生や林先生を

はじめ，学生やポスドクの方にもとても親しくしてい

ただきました。この場を借りて御礼申し上げます。日

本に帰ってきてから改めて振り返ってみて，いろんな

意味で大変意義のある一週間であったと感じています。

　次回の２０������は２００７年６月２２日から２７日までの６

日間，カナダのモントリオールで開催される予定です。

　最後になりましたが，私のシンポジウム参加は，日

本ペプチド学会の若手研究者参加支援事業の助成によ

るものであり，学会役員および選考委員会の先生方に

心より御礼申し上げます。

たけうち　としひで　

京都大学化学研究所　
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第３８回若手ペプチド夏の勉強会報告

　今年で３８回目を迎えました毎

年恒例の若手ペプチド夏の勉強

会は，平成１７年８月３日から５

日（８月６日オプション）にか

けまして，長野県上伊那郡南箕

輪村・大芝荘で開催いたしまし

た。この度は，信州大学農学部

の小木曽加奈以下学生１５名と私

で御世話させていただき，何とか無事に会を終えるこ

とが出来ましたので，世話人を代表いたしまして第３８回
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若手ペプチド夏の勉強会の報告をさせていただきます。

　まず，本年度から夏の勉強会は日本ペプチド学会

（���）主催の行事として行われたことをご報告いたし

ます。今回も最ベテランとして参加していただいた京

大・藤井先生に開会の挨拶をしていただきました（突

然お願いしたにも拘らず快く引き受けて頂き有難う御

座いました）。���主催になったことで，夏の勉強会の

位置づけがはっきりし，より社会に認知される会に

なったため，外部からの協力が得やすくなり，幅広い

参加者の受入が可能になったと思います。そして，今

後より一層，ペプチド若手研究者育成への期待が高ま

ると同時に���との連携が深まると予想されます。

もっとも，会の運営は若手勉強会幹事会に一任すると

いう，これまでどおりの運営方針を許可していただて

おり，今回も自由にやらせていただきました���から

は例年通り運営費の一部を交付していただきました。

参加者を代表いたしましてお礼申し上げます。

　本年度は，開催地が辺鄙な場所であったにも拘らず

昨年度を上回る１３８名の方にご参加いただきました。

信州大学農学部に程近い開催場所は，標高約８００�の

高原に位置し，真夏でも高原のさわやかな風と緑を満

喫することができ，温泉施設と充実したスポーツ施設

を備えているため魅力的であった思います。また，昨

年度の夏の勉強会での意向調査の結果，２泊３日開催

を支持する方が多かったのですが，根強く３泊４日を

希望する声もあり，今回は基本スケジュールを２泊３

日で終了し，オプションとして３泊４日も可能にいた

しました。その結果，２泊３日８５名，３泊４日４３名

（１泊，無泊１０名）の参加となりました。２泊３日開催

でも人数に大きな変化はなかったと思いますが，２日

目からの宿泊者が１２名あったこと，４日目の催しが盛

り上がったことを考慮しますと，オプションを設け日

程に幅を持たせたことは参加者にとって好都合だった

と思います。なお，繁忙期の格安で我侭なスケジュー

ルは，大芝荘の多大なご理解とご協力があり実現した

ものであることを申し添えさせていただきます。

　勉強会のメインである講演プログラムでは，特別講

演５件，一般講演１２件，ポスター発表と研究室紹介を

兼ねたショートプレゼンテーション２５件を行いまし

た。特別講演のタイトルと講師の先生方は次の通りで

す。（発表順）「新規ジペプチド合成酵素のクローニン

グと性質解析」田畑和彦先生（協和発酵工業株式会

社・バイオフロンティア研究所），「ペプチドホルモン

と核内受容体（����）による相補的代謝制御につい

て」青山俊文先生（信州大学大学院医学研究科），「ポ

スドク＠���体験記～����������	�
～」照屋健太先
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ポスター会場にて。相馬洋平博士（右，京都薬大）と著者



生（東北大学大学院医学系研究科・プリオン蛋白分子

解析分野），「計算科学よもやま話」古田一匡先生（富

士通株式会社・バイオ��事業開発本部），「生理活性ペ

プチド探索の為のペプチドーム解析」佐々木一樹先生

（国立循環器病センター研究所・薬理部）。幅広い研究

分野における最先端の研究を，参加者の中心である学

生にわかりやすく講演していただいたおかげで，学生

の積極的な討論への参加があり，大いに盛り上がりま

した。講師の先生方に深く感謝いたします。今回は５

件の特別講演うち２件を企業（協和発酵工業株式会

社，富士通株式会社）から話題提供していただきまし

た。また，３泊４日限定の催しでしたが，事前アン

ケートのご意見をもとに企画した「学生討論」を行い

ました。「学生討論」とは，学生が独自に作成した資

料（事前に指導教員の許可を受けたもの）を用いて発

表を行い，その発表内容のみならず発表の態度，質問

への応答，資料のセンスなどについて自由に討論を行

うものです。この討論に学生以外は参加できませんの

で，ベテランの参加者は温かく見守るだけです。企画

はしてみたものの真剣に取り組んでくれるのだろうか

という不安がありましたが，学生討論は予想以上に充

実した内容で盛り上がり，用意した時間を大幅にオー

バーしてもなお討論し足りないという雰囲気でした。

これなら学生同士の自己研鑽として面白い企画にでき

るのではないかと感じました。第３５回から続いており

ます夏の勉強会の活性化に貢献した若手研究者（学生

とそれに順ずる人）として，一般講演部門���に若

林真樹さん（京大�２），ポスター発表部門���に前

島靖勲さん（信大�１），研究討論部門���に若林真

樹さん（京大�２），今回の勉強会独自の学生討論部門

���（学生討論で最も優秀な����������を行なった

人）に太田悠介さん（京大�１）が参加者の投票に

よって選ばれましたので，表彰させていただきまし

た。表彰者の方々には，益々の活躍を期待いたしま

す。若い世代の積極的な討論参加の結果なのでしょう

か，今回の表彰者は全てマスターコースの学生でし

た。これらの賞は夏の勉強会を盛り上げるために大い

に役立っています。

　今年は，基本スケジュール後になりましたが，広大

なグランドを使ってソフトボールを行いました。炎天

下で空気がかなり乾燥しておりましたが，大きく体調

を崩す参加者もなく楽しい試合になりました。やはり

ここでも活躍の中心は学生参加者と思いきや，ベテラ

ン参加者が大活躍でした。ベテラン参加者の腰を庇い

ながらの学生と同等，いやそれ以上の奮闘振りは，感

動と涙を誘いました・・・お疲れ様でした。

　夏の勉強会の目的の第一は参加者相互の親睦を深め

ることになっております。毎夜，ほぼ全員の参加によ

る夜の自由討論が行われておりました。言うまでも御

座いませんが，討論は大いに盛り上がり，一部では朝

方まで行われていたと聞いております。密な討論を通

して，なかなか得がたい横のつながりが形成されたよ

うです。しかし，このような状況でありましても，ほ

ぼ全員揃って熱心に講演を聴講したことをご報告して

おきます。とにかく，無事に，今回も第一目標を達成

できたことは，世話人として本当に安心しました。

「ペプ討で会おう」と帰り際に言葉を掛け合って別れ

てゆく参加者が多々見受けられ，本会はペプチド討論

会参加への動機付けにもなっているのではないかと感

じました。

　参加組織の代表者による幹事会において，昨年来，

夏の勉強会のあり方として，２泊または３泊のどちら

が適当かという議論が行われておりますが，議論は尽

きず，結局，世話人の意向で日程を決めるということ

になりました。来年度の第３９回若手ペプチド夏の勉強

会は，２００６年８月６日から８日に，群馬大学工学部山

田圭一先生のお世話で群馬県草津温泉において行われ

ることが決まりました。また，幹事会では���への要望

が出まして，若手代表である佐賀大学・佐藤先生，次回

世話人・山田先生が交渉して頂くことになりました。

　以上，第３８回若手ペプチド夏の勉強会の報告をさせ

ていただきます。若手ペプチド夏の勉強会は，若手研

究者が本音で研究を議論し検討できる貴重な機会であ

ると思います。この勉強会が若手ペプチド研究者のレ

ベルアップのため，より一層，発展することを祈念い

たします。末筆ながら，参加者の皆様，ご協力，ご援

助を頂いた皆様に心から感謝いたします。

なかむら　こうぞう　
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学会より

 

シンポジウム等

文部科学省「２１世紀COEプログラム」拠点形成事業

文部科学省学術フロンティア推進事業

創薬科学フロンティア研究センター特別講演会
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２００５年１１月１２日（土）１４：３０～１７：２０

京都薬科大学創薬科学フロンティア研究センター
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三原　久和（担当理事）
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坂口　和靖（北海道大学大学院理学研究科）
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前田　衣織（九州工業大学情報工学部）
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（本号編集担当：大高　　章）

市民フォーラム

「健康を守り，いのちを支えるアミノ酸・ペプチド」

開催日　平成１７年１０月１日（土）午後３時～６時

会　場　近畿大学本部キャンパス（東大阪市）�

１９�２�教室

主　催　日本ペプチド学会

後　援　近畿大学理工学部

講　演　生きるためにこんなに大切なアミノ酸・ペ

プチドを見なおそう

　　　　　芝　哲夫（財団法人　蛋白質研究奨励会�

　　　　　　ペプチド研究所所長）

　　　　ペプチドの機能と食品への応用

　　　　　梅木陽一郎（三栄源エフ・エフ・アイ株�

　　　　　　　式会社）

　　　　現代医療を支えるアミノ酸・ペプチド

　　　　　川島啓助（近畿大学理工学部教授）

　　　　アミノ酸・ペプチド：いのちの基本から�

くすりまで

　　　　　木曽良明（京都薬科大学教授・日本ペプ�

　　　　　　チド学会会長）

連絡先　〒５７７�８５０２　東大阪市小若江�３�４�１

　　　　近畿大学理工学部理学科　若宮建昭

　　　　（０６�６７２１�２３３２　内線４１２６）
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　　　　生命科学科　日高雄二

　　　　（０６�６７２１�２３３２　内線４４８２）
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